
生 徒 心 得

高校生活においては,何事によらず,自 主的な

態度が要求される。それは,校訓にも示されてい

るような,まわりに流され/ぬつよい自分をつくる

努力と切りはなすことができないものである.

将来のために真剣に学ぶとともに,高校生活の

現在を大切にし,人 とのつながりを深めよう。そ

のことを通して自分と世界を理解 し,個性の確立

につとめよう。

第 1章 生活態度

自分の人格に誇りをもち,/学習途上の立場を自

覚し,品位を失わず, しつかりした生活態度を自

律的に確立するようにつとめよう。

1.先生 。来客・友人に対 し́,場面にかなった

礼儀作法を大切にすること。

2.意を尽くした言葉づかいをし,見苦しい話

題や表現はつつしむこと。

3.服装は清潔 。端正 。簡素を旨とし,良識に

従 うこと。

ア.標準服を設定する。男子標準服は通常の

黒の学生服 (夏 の上着は自のカッターシャ

ツ),女子標準服は図に示したものとする。

※学校設定のスラックスでも可。

イ.生徒自治会組織 (風紀委員会)に よる自

主規制に従うこと。

ウ.本校生であることの表示 として通常,左
胸に学校指定のバッジをつけること。
*校外学習などで特別の表示が必要なとき
は,そのつど指示に従 うこと。

男 子 標 準 服
黒の学生服

上着は自のカッターシャッ

女 子 標 準 服

冬       夏

冬

夏

○背広えり…角は小丸
~

○二つぼたん…シングル

○ポケット

表…両蓋付ポケット

裏…内ポケットを作る

○スカート…ひだスヵ―ト

○色…紺

○えり 。ショールカラー

○胸ポヶ ッ ト…両玉縁ポ

ケット

○袖 。半袖カフス巾 4 cm

Oネクタィー・色藍

巾 4cm

Jヒ45cm 2冽ゝ



4.禁止事項

ア.暴力行為。

イ.飲酒 。喫煙。

*友人の暴力行為,飲酒,喫煙を助長するこ

となく,こ れを防止するようにつとめるこ

と。

ウ.携帯電話等の授業中及び考査中の使用。

*使用に際しては,「 TPO(日寺,場所,場合)

を踏まえ,他の人に迷惑をかけない,不快

感を与えない」ようにすること。

第 2章 対人関係  ′

個性の伸長と確立のために,他の多くの人格と

の触れ合いをもつことは大切なことである。おの

れを失わず,他の人格と協調 し,互いの人格を尊

重しあう態度をもちたい。真剣に意見をたたかわ

せ,悩みや苦しみを分かちあえる友こそ真の友人

であることを知ろうっ

1.異性との交際においては,相互の特性を理解

して,健全な交際をすること。

2.先輩・後輩の間柄において,ま ちがった上下

関係におちいることなく,相互を尊重すること。

3.いかに親しい交際でもみだりに交友の家に宿

泊したり,不必要な物品の贈答や金銭の貸借な

どはしないこと。

第 3車 校内生活
学校は学習の場であり,ま た集団生活の場であ

ることに留意 し,定められた事項をきちんと実行
するのはもちろん,他に迷惑をかけず,何事にも
まじめで積極的な態度で取り組んでいこぅ。
1.生徒手帳を携行すること。
2.掲示・放送等による伝達に注意すること。
3.予鈴目寺刻 (午前8時25分 )ま でに登校すること。
4.遅刻・欠席をしないようにつとめること。
*欠席のときは,保護者から連絡 してもらうこ
と。

*遅刻をしたときは,「入室許可証」を生徒指導
室へ取りに行くこと。

5,自習時間は,教室で,静かに自習すること。
6.食堂の販売物は,食堂外に{)ち 出して飲食 し
ないこと。

7.〔清掃〕

ア.校舎内外の清掃美化につとめること。
イ.清掃分担区域を放課後直ちに行い,監督の
先生の点検を受けること。

ウ.紙暦その他を落さぬようにし,気のついた
者は拾 うようにすること。

8.学校の建物 ,器具は大切に取り扱い,使用し
たときは後始末を忘れぬよぅにし,これらを損
傷したときは直ちに先生に届け出ること。

9.〔遺失物・盗難予防〕



ア.自 分の所持品には名前を書き,教室等に放

置 しないこと。

イ.多額の金銭や貴重品を持参しないこと。や

むをえず持参 して身から離すときは,貴重品

袋を用いるなどして先生にあずける等,盗難

予防に留意すること。

ウ.所持品の紛失又は拾得は,直ちに担任又は

生徒指導部の係に届け出ること。

10.要許可事項

ア.欠課・早退…担任ヘ

イ 始業から放課後になるまでの外出…担任ヘ

ウ.下校時亥1以後の居残 り…顧問又は担任ヘ

エ.休 日及び放課後の学校施設の使用…顧問又

は担任ヘ

オ.自 転車通学…生徒指導部ヘ

*ただし単車通学は禁止する。

第4章 校外生活

校外にあつては,つねに公明正大に行動 し,家
人に無用の心配をかけないようにしよう。一人一

人の言動が今高生全体を代表 していることに留意

しよう。交通規貝り,社会道徳等を厳守 し,社会の

一員としての自党を失わぬようにふるまおう。

1.外出は行先,帰宅時間を家人に告げるように

し,外泊は必ず家庭の承諾を得ること。

2 要許可事項

旅行…担任ヘ

3.禁止事項

ア.不健全な娯楽場 。飲食店への立ち入り

イ.アルバイ ト…家庭事情によりやむを得ない

ときは,担任 と相談することっ


